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化学変化・原子分子 名前

問1 原子を構成する「陽子」「中性子」「電子」の3つの粒子の電気的な性質について述べたものとして、正しいものはどれですか。 （2026年

広島県公立入試 類似）

1. 陽子はプラスの電気をもち、中性
子はマイナスの電気をもち、電子は
電気をもたない。

2. 陽子は電気をもたず、中性子はプ
ラスの電気をもち、電子はマイナス
の電気をもつ。

3. 陽子はマイナスの電気をもち、中
性子は電気をもたず、電子はプラス
の電気をもつ。

4. 陽子はプラスの電気をもち、中性
子は電気をもたず、電子はマイナス
の電気をもつ。

問2 ショ糖（砂糖）を加熱して燃焼させたときと、スチールウールを加熱して燃焼させたときの共通点として、最も適切な説明はどれですか。
（2024年 山形県公立入試 類似）

1. どちらも反応後に金属の光沢を持
つ別の物質に変化している。

2. どちらも反応後に二酸化炭素と水
が発生し、質量が減少している。

3. どちらも物質が熱や光を出しなが
ら酸素と化合している。

4. どちらも物質から酸素が取り除か
れる「還元」という反応が起きてい
る。

問3 有機物を燃焼させたときに「水」が発生したことは、その有機物に「水素原子」が含まれていることの証拠となります。その理由を説明したも
のとして最も適切なものはどれですか。 （2023年 富山県公立入試 類似）

1. 燃焼で結びつく空気中の酸素には
、水素が含まれていないから。

2. 有機物を加熱することで、空気中
の窒素が水素に変化するから。

3. 燃焼によって空気中の水素と酸素
が反応して水ができるから。

4. 有機物に含まれる酸素と水素が反
応して水ができるから。

問4 銅を加熱して酸化銅をつくる実験において、反応する銅の質量と結びつく酸素の質量の割合は常に一定になります。このように、反応する物質
どうしの質量の間に成り立つ「常に一定の割合になる」という法則を何といいますか。 （2014年 福井県公立入試 類似）

1. エネルギー保存の法則 2. 定比例の法則 3. 倍数比例の法則 4. 質量保存の法則

問5 100gの水に対するある物質の溶解度が、10度で20g、18度で30gであるとします。この物質30gを高温の水100gにすべて溶かしたあと、水溶
液の温度を10度まで冷却しました。このとき、析出する結晶の質量は何gですか。 （2023年 福井県公立入試 類似）

1. 10g 2. 50g 3. 30g 4. 20g

問6 十分に発熱している化学カイロを透明なプラスチック製の袋に入れ、袋の口を粘着テープで隙間がないように完全にふさぎました。この後の化
学カイロの状態と、その理由として正しいものはどれですか。 （2016年 広島県公立入試 類似）

1. 反応によって袋の中に二酸化炭素
が発生して充満するため、温度が下
がる。

2. 袋の中の窒素が鉄と反応し始める
ため、温度は変わらず温かいまま保
たれる。

3. 袋の中に熱が閉じ込められるため
、さらに酸化反応が進み、温度が上
がる。

4. 外部からの酸素の供給がなくなる
ため、酸化反応が止まり、温度が下
がる。

問7 ある質量の溶質が溶けている溶液に水を加えて、目的の質量パーセント濃度に希釈する際、加えるべき水の質量を求める方法として正しい説明
はどれか。 （2014年 岡山県公立入試 類似）

1. 希釈しても溶質の質量は変化しな
いため、目標の濃度における溶液全
体の質量を計算し、そこから元の溶
液の質量を引く。

2. 水と溶質の質量の合計が溶液の質
量であるため、元の溶液に含まれる
水の質量に、目標の濃度を足して算
出する。

3. 希釈すると溶液全体の体積が増加
するため、目標の濃度に元の溶質の
質量をかけることで、必要な水の質
量を算出する。

4. 質量パーセント濃度は溶質の質量
を水の質量で割ったものであるため
、目標の濃度から溶質の質量を割る
ことで算出する。

問8 酸化銀の熱分解の実験において、加熱を止める際に行うべき操作とその理由の組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2026年 島根県公立入試

類似）

1. 試験管の口を上に向けてから火を
消す。これは、発生した酸素が試験
管の外に出やすくするためである。

2. そのままの状態で火を消し、試験
管が冷めるまで待つ。これは、生成
した銀が空気中の酸素と再び反応す
るのを防ぐためである。

3. 水槽の中からガラス管を抜いてか
らガスバーナーの火を消す。これは
、試験管内が冷えて圧力が下がり、
水が逆流して試験管が割れるのを防
ぐためである。

4. ガスバーナーの火を消してからガ
ラス管を水槽の外に出す。これは、
発生した気体が空気中に逃げてしま
うのを防ぐためである。

問9 物質が酸素と結びつく化学変化を「酸化」、酸化物から酸素が取り除かれる化学変化を「還元」といいます。酸化銅と炭素を反応させたとき、
同時に起こる酸化と還元の関係について、酸素の移動に注目して説明したものとして正しいものはどれですか。 （2021年 山形県公立入試 類似）

1. 酸化銅が炭素から酸素を奪うこと
で、酸化銅が酸化され、同時に炭素
が還元される

2. 炭素と銅の間で酸素が等しく共有
されることで、両方の物質が同時に
酸化される

3. 炭素が酸化銅から酸素を奪うこと
で、炭素が酸化され、同時に酸化銅
が還元される

4. 炭素が酸素を放出して銅に与える
ことで、炭素が還元され、同時に銅
が酸化される

問10 不織布の内袋の中に鉄粉、活性炭、塩類、水が封入された使い捨てカイロを外袋から取り出し、空気中で反応させた際の全体の質量の変化とそ
の理由として、最も適切なものはどれですか。 （2021年 大阪府公立入試 類似）

1. 鉄粉が空気中の酸素と結びつく酸
化反応が起こるため、反応前に比べ
て結びついた酸素の質量の分だけ、
全体の質量は増加する。

2. 化学変化の前後では、反応に関係
する物質全体の質量は変わらないと
いう質量保存の法則が常に成り立つ
ため、カイロ全体の質量が変化する
ことはない。

3. 鉄粉が空気中の酸素と結びついて
酸化鉄に変化するが、反応の熱によ
って内部の水分が水蒸気となって外
へ蒸発する質量の方が大きいため、
全体の質量は減少する。

4. 活性炭が周囲の酸素を吸収して熱
を発生させるが、酸素は袋の中に留
まるため、全体の質量に変化は見ら
れない。

問11 粉末状のマグネシウムを加熱して酸化マグネシウムへと変化させる実験において、反応中の様子と反応後の物質の状態について正しく説明して
いるものはどれですか。 （2022年 愛媛県公立入試 類似）

1. 青白い炎を上げて液体に変化し、
冷えると金属光沢のある固体に戻る
。

2. 音を立てずにゆっくりと色が変化
し、反応後は黒色の固体に変化する
。

3. 気体を発生させながら質量が減少
し、最終的にはステンレス皿の上に
何も残らない。

4. 強い光を放って激しく反応し、反
応後は白色の粉末に変化する。

問12 化学変化において、物質が結びつく質量の割合は常に一定であるという法則に基づいたとき、特定の物質を必要以上に多く混ぜて反応させると
、一部の物質が反応せずに残る。このとき、反応せずに残った物質を指す用語として最も適切なものはどれか。 （2025年 沖縄県公立入試 類似）

1. 化合物の成分 2. 触媒 3. 沈殿物 4. 未反応の物質
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

陽子はプラスの電気をもち、中性子は電気を
もたず、電子はマイナスの電気をもつ。

原子を構成する粒子のうち、原子核の中にある陽子がプラスの電気を、原子核のまわりにある
電子がマイナスの電気を帯びています。同じく原子核の中にある中性子は、その名の通り電気
を帯びていない粒子です。

問2 答え 3
どちらも物質が熱や光を出しながら酸素と化
合している。

燃焼は、有機物（ショ糖など）であるか無機物（鉄など）であるかに関わらず、物質が熱や光
を出しながら酸素と激しく結びつく酸化反応を指します。ショ糖の燃焼では二酸化炭素や水が
発生して質量が減少したように見えますが、スチールウールの燃焼では酸素が結びついて質量
が増加します。共通しているのは「光と熱を伴う酸化反応」であるという点です。

問3 答え 1
燃焼で結びつく空気中の酸素には、水素が含
まれていないから。

燃焼とは、物質が空気中の酸素と激しく結びつく化学変化です。生成物である水（H2O）に含
まれる水素原子（H）は、反応した相手である空気中の酸素分子（O2）には含まれていません
。したがって、発生した水に含まれる水素原子は、もともと燃焼させた物質の中に存在してい
たといえます。

問4 答え 2
定比例の法則

化学反応において、化合物を構成する成分元素の質量の比は、反応の進行度合いにかかわらず
常に一定であるという法則を定比例の法則といいます。銅と酸素の反応であれば、どのような
条件下でも常に4：1の質量比で反応が進みます。これにより、未反応の物質がある場合でも、
増加した酸素の量から逆算して反応した金属の量を特定することが可能になります。

問5 答え 1
10g

冷却によって析出する結晶の質量は、「もともと溶けていた物質の質量」から「冷却した後の
温度で溶けることができる最大の質量（溶解度）」を引くことで算出できます。ここでは、最
初から溶けていた30gから、10度の溶解度である20gを差し引いた「30g - 20g =
10g」が結晶として現れます。

問6 答え 4
外部からの酸素の供給がなくなるため、酸化
反応が止まり、温度が下がる。

鉄の酸化反応が継続するためには、常に新しい酸素が供給される必要があります。透明な袋に
入れて密閉すると、袋の中にあるわずかな酸素を使い切った時点で反応に必要な酸素の供給が
絶たれるため、化学変化が停止し、熱が発生しなくなって温度が下がります。

問7 答え 1
希釈しても溶質の質量は変化しないため、目
標の濃度における溶液全体の質量を計算し、
そこから元の溶液の質量を引く。

溶液を水で薄める操作において、溶質の質量は一定であるという性質を利用する。目標の質量
パーセント濃度と溶質の質量から、希釈後の「溶液全体の質量」を逆算し、その値から「希釈
前の溶液の質量」を差し引くことで、追加した水の質量を特定することができる。

問8 答え 3
水槽の中からガラス管を抜いてからガスバー
ナーの火を消す。これは、試験管内が冷えて
圧力が下がり、水が逆流して試験管が割れる
のを防ぐためである。

加熱を先に止めると試験管内の空気が冷えて収縮し、圧力が下がります。すると、ガラス管を
通じて水槽の水が試験管内に吸い込まれる「逆流」が起こり、加熱されていた試験管が急冷さ
れて割れる危険があります。これを防ぐため、必ずガラス管を水から出してから消火します。

問9 答え 3
炭素が酸化銅から酸素を奪うことで、炭素が
酸化され、同時に酸化銅が還元される

酸化と還元は常に同時に起こります。炭素は銅よりも酸素と結びつきやすいため、加熱によっ
て酸化銅に含まれる酸素を自分の方へ引き寄せます。その結果、酸素を受け取った炭素は「酸
化」され、酸素を失った酸化銅は「還元」されるという現象が同時に成立します。

問1
0

答え 3
鉄粉が空気中の酸素と結びついて酸化鉄に変
化するが、反応の熱によって内部の水分が水
蒸気となって外へ蒸発する質量の方が大きい
ため、全体の質量は減少する。

使い捨てカイロの内部では、鉄粉が空気中の酸素と反応して酸化鉄になる「酸化」という化学
変化が起こり、その際に熱が発生します。この酸化反応によって酸素と結びつくため、本来は
質量の増加要因となりますが、同時に発生した熱によって内部に含まれる水が水蒸気へと変化
し、袋の隙間を通って外部へと蒸発していきます。この蒸発によって失われる質量の減少分が
、酸化によって得られる酸素の質量よりも大きいため、全体としては質量が減少する現象が観
察されます。

問1
1

答え 4
強い光を放って激しく反応し、反応後は白色
の粉末に変化する。

マグネシウムの酸化は、光や熱を激しく出しながら進む「燃焼」と呼ばれる反応です。銀白色
の金属であったマグネシウムは、酸素と結びつくことで性質が全く異なる白色の酸化マグネシ
ウムへと変化します。このとき、金属特有の光沢や電気伝導性も失われます。

問1
2

答え 4
未反応の物質

化学反応において、反応物どうしが結びつく質量の比率は定比例の法則により決まっている。
この比率に適合しない余分な質量の物質は、化学変化を起こす相手がいないため、反応前の性
質を保ったまま混合物の中に残る。このような状態の物質を「未反応」の物質と呼ぶ。


